はじめに by 金子, 守恵
Titleはじめに
Author(s)金子, 守恵
CitationZAIRAICHI (2013), 1: 1-3
Issue Date2013-03-20
URL http://hdl.handle.net/2433/251177









（Role of African Area Studies for “African Crisis”）」を全 7 回にわたって開催した．
本書はそのうちの第 7 回国際フォーラム「アフリカにおけるジェンダーを基盤と
した知識と技法（Emerging Approaches to Understanding Gender-based Knowledge 
and Techniques in Africa）」の成果の一部である．第 7 回フォーラムは，当初，海
外からの招待講演を含む口頭発表 6 題と，若手研究者によるポスター発表 11 題
でプログラムが構成されていたが，2011 年 3 月 11 日におこった東日本大震災の
ため，同年 3 月 26 日にポスター発表のみを実施した．延期された第 7 回フォー
ラムは 2012（平成 24）年 2 月 24 日に実施された（その成果は African Study 





































































南（45 ～ 52 頁）は，エチオピア南部の農村女性が利用する台所用具に注目し，
その保有と利用の実態についてデータを収集している．10 年前に同様の方法で記
録されたデータと比較しながら，「もの」の利用にみいだされる女性たちの知や
技法の変化について描きだしている．
これらの報告からは，調査地において，人びとがそれぞれの社会的な性に関わっ
て生きていることで，限定的に行動せざるをえない側面があると同時に，彼／彼
女らの保持している知や技法が，社会的な位置づけを変化させる可能性があるこ
とも示している．5 編の報告は，ポスター発表をもとにした短報ではあるが，対
象とした人びとの行動や，人－「もの」－環境，相互の関わりを考えるうえで非
常に示唆的なデータを提示している．
二一世紀に入ってもなお，我が国におけるアフリカに関するメディアの報道に
は，飢餓や紛争，病気，犯罪など否定的なイメージにつながるものがあとをたた
ない．本書に掲載した報告は，そのようなアフリカ・イメージを想起させる状況
とはいっけんかけはなれた場所にくらす市井の人びとの生活像を提供しているよ
うにみえるだろう．しかし，それもまた同時代のアフリカの現実であるというこ
とは強調しておきたい．アフリカにおいてフィールドワーク（参与観察）をおこ
なうことは，アフリカが広大で多様であることを示すと同時に，人びとの生の多
様性を理解する作法を示すことでもある．本書が，かの地に生きる「彼／彼女」
らが，日常的に再編されていく知や技法をもとに日々のくらしをどのように営み，
それと同時に，自分たちの性や生活を不断に創りだしつづけているかを示すこと
に，多少なりとも貢献することができたとすれば幸いである．
